
付紙様式第２

事 業 評 価 書

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村

費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記

載すること。

補 助 事 業 名
美保飛行場関連公共用施設

（交通施設：大崎西 30 号線改良舗装工事）整備事業

補助事業者名 米子市長

実 施 場 所 米子市大崎地内

補 助 事 業 の

成 果 の 目 標

現在、富益団地内道路を通り、米子市街地及び境港方面を結ぶ県道米子境港線へ

車両が頻繁に通行しているが、富益団地内道路から直接接続する道路が無いため渋

滞が発生し、車両通行の円滑化に支障を来しているところである。

このため、本道路を新設し、車両が円滑に通行出来る環境を整えることで、地域

住民の生活環境の改善を図る。

補 助 事 業

の 内 容

改良舗装工事

L=183.2m、W=7.5m

補 助 事 業 の

始期及び終期
平成 26年度から令和 4年度まで

事業費及び

交付金額

平成 30 年度

まで
令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 計

事業費

円

40,717,000

円

38,715,000

円

18,193,000

円

48,880,000

円

38,877,000

円

185,382,000

交付金額

円

40,717,000

円

38,715,000

円

18,193,000

円

48,880,000

円

38,877,000

円

185,382,000

補助事業の成

果及び評価並

びに地域住民

への周知の実

施状況

本事業を実施した結果、地域住民の生活道路としての利便性の向上が図れた。また、

周辺住民へのアンケート調査を実施した結果、多くの回答者から「本事業は満足す

るものであった」との評価を得た。

本事業が、防衛省の交付金事業である旨を工事看板および工事案内文に掲載し、

地域住民への周知を図った。

事業の改善措

置及び今後の

対応

地域住民の理解を得ながら事業を実施

事業の評価に

際しての第三

者機関の活用

の有無

無



円 円 円 円 円 円

2,414,500 2,414,500 

2,414,000 2,414,000

注：１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額 （交付金・市

　　　町村費等・その他・運用益・計） 、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

　　２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等

　　　を記載すること。

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名
美保飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：大篠津地区福祉セン
ター浄化槽改修工事）整備事業

補 助 事 業 者 名 米子市長

実 施 場 所 米子市大篠津町561番地1

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

大篠津地区福祉センターは、長年の使用に伴い、浄化槽が劣化して
おり施設の利用に支障が生じている。浄化槽の改修を行い、施設を
快適に利用できる環境を整えることで、地域住民の生活環境の改善
を図る。

補 助 事 業 の 内 容 浄化槽改修工事

補助事業の始期及び終期 令和４年度

令和４年度 計

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

本事業を実施 したことにより、地域住民が施設を快適に使用できる
環境が整備され、生活環境の改善を図ることができた。
本工事が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている
旨を工事看板、工事案内文に記載するとともに、施設に掲示を行い
本事業に係る地域住民への周知を図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事 業 費 及 び 交 付 金 額



円 円 円 円 円 円

3,950,100 3,950,100 

3,950,000 3,950,000

注：１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額 （交付金・市

　　　町村費等・その他・運用益・計） 、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

　　２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等

　　　を記載すること。

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名
美保飛行場関連公共用施設（教育文化施設：崎津六区集会所外壁
改修工事）整備事業

補 助 事 業 者 名 米子市長

実 施 場 所 米子市葭津４０７番地２

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

崎津六区集会所は、長年の使用に伴い外壁が劣化しており、このま
ま放置すれば雨漏りの発生につながるなど、施設の利用に支障が生
じる恐れがある。外壁の改修を行い、施設を快適に利用できる環境
を整えることで、地域住民の生活環境の改善を図る。

補 助 事 業 の 内 容 外壁改修工事

補助事業の始期及び終期 令和４年度

令和４年度 計

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

本事業を実施 したことにより、地域住民が施設を快適に使用できる
環境が整備され、生活環境の改善を図ることができた。
本工事が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている
旨を工事看板、工事案内文に記載するとともに、施設に掲示を行い
本事業に係る地域住民への周知を図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事 業 費 及 び 交 付 金 額



付紙様式第２

事 業 評 価 書

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村

費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。

２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記

載すること。

補 助 事 業 名
美保飛行場関連公共用施設

（交通施設：下和田東 3 号線改良舗装工事）整備事業

補助事業者名 米子市長

実 施 場 所 米子市和田町地内

補 助 事 業 の

成 果 の 目 標

本路線は、幅員が狭いため、車の離合及び進入に支障を来している。このため、

本道路を拡幅し、車両が円滑に通行できる環境を整えることで、地域住民の生活環

境の改善を図る。

補 助 事 業

の 内 容

改良舗装工事

L=46.5m、W=5.0m

補 助 事 業 の

始期及び終期
令和 3年度から令和 4年度まで

事業費及び

交付金額

令和 3年度 令和 4年度 計

事業費

円

2,100,000

円

10,096,000

円

12,196,000

交付金額

円

2,100,000

円

10,096,000

円

12,196,000

補助事業の成

果及び評価並

びに地域住民

への周知の実

施状況

本事業を実施した結果、地域住民の生活道路としての車両通行の円滑化が図れた。

また、周辺住民へのアンケート調査を実施した結果、多くの回答者から「本事業は

満足するものであった」との評価を得た。

本事業が、防衛省の交付金事業である旨を工事看板および工事案内文に掲載し、

地域住民への周知を図った。

事業の改善措

置及び今後の

対応

地域住民の理解を得ながら事業を実施

事業の評価に

際しての第三

者機関の活用

の有無

無


